
は  じ め に

本「資料」は,東京大学教養学部において,正
課体育時に,入学当初から2年後の学年末まで 5

回にわたって実施 している,垂直とび,反復横と

び,腕立伏臥腕屈伸,踏台昇降の 4種 目からなる
バ ッテ リー 0テス ト(東大体カテス ト)について,

昭和51年度から実施に移された新得点表の作成過

程に関するものである。

東大体カテス トの新 しい得点化の試みについて

は体育学紀要第 10号「東大体カテス トの得点化に

関する研究」で報告されているが (以下で「 10号

案」と呼ぶ),新得点法による51年度からの実施

に先立って,当研究室体カテス ト検討委員会 (平

田久雄,浅見俊雄,青山昌二,遠藤郁夫)に より

なお一層の検討を重ねた結果,得点化の手続きの

一部に若干の変更を加えたので (以下で「実施案」

と呼ぶ), その相違を明らかにするとともに, 結
果 として種々の統計資料の数値に変動が生じたの

で,以下に補足資料 として揚げ後日の参考 とした

い。

標本構成は10号案 と全 く同じであるc即ち,昭

75

和48年東大教養学部入学生で休学,留年,降年等

をしないで2年間 4学期を連続して体育実技を履

修した男子学生2381名 のうち,データのそろって

いる2005人を標本とした。ただし得点化に直接か

かわった基準集団としては,昭和48年 4月 入学当

初に行った第 1回 目の体カテス トの資料のみを用
いており,本「資料」中の第 2回日以降の集計表
の数値は,新得点法を適用して第 2回 目以降の測

定値について換算した場合の集計結果を示したに

過ぎない。

新得点法の得点幅に関する基本方針も10号案と

全 く同じである。即ち合計得点の平均が 100点と

なるように種目毎の平均を25点,標準偏差を5点

とした。 (なお合計得点の標準偏差は結果として

約13点前後となった)

得 点 化 の 方 法

東大体カテス トの4種 目は個々バラバラのテス

トではなく,全体でバッテリー・テス トを構成し

ている。従って種目相互の測定値の比較や,こ れ

らを加算し全体として総合的な評価を行 うことを

目的としている。ところが,こ れら4種 目の測定

値はそもそも単位が違 うから,直接加えたり引い

たりできないので,何らかの共通の物差し(尺度)
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にのせなければならない。それには各種目内の測

定値の大小関係,相対的位置によって数量化され

た物差しに変換するのが近路である。

その物差しは基点(ふつ うは平均値)がそろい,

バラツキ (散布度)がそろっている必要がある。

そのための操作 として,各人の値の平均からの差

(X― m)を標準偏差 (σ )で割った値 (2)に換

算する方法がとられる。これが標準点であるが,

実用的には平均を50点 ,標準偏差を10点 とした Z

得点にすることが多い。これによって種目毎の平

均値と分散 (あ るいは標準偏差)がそろったわけ

であるが, このままでは分布が同じではない。分

布が理論的にも現実的にも正規分布 とみなされる

ものばか りならばこれでもよいが,腕立伏臥のよ

うに明らかに正規分布からはずれる種目が存在す

る場合には,次のような問題が残る。

分布の異なるa,b2種 目をとりあげてみると,

平均値はともに50点だとしても, aで平均 より15

~~~~         50       65  (Zイ
尋′:ミ )

図 1 分布 の異なる 2種 目の Z得点

点高い65点をとったことと, bで 同じ65点をとっ

たことの意味は同じではない(図 1参照)。 なぜな

ら, bで65点をとったとい うことは,それ以上高

い点をとった人が極めて稀である (黒い面積)と

い う意味で, この人の成績は抜群だといえる。 と

ころが aで 65点をとったとしても,65点以上の人

がかな りいる(斜線の面積)か ら, bと 比較 してい

えば,それ程すばらしい成績 とい うわけにはいか

ない。 (現実に腕立伏臥は aの 分布に近い)こ のよ

うに,た とえ平均が同じで,平均からのずれる程

度も同じであったとしても,そのもつ意味は異な

るのである。もつ意味が異なることは,種日間の

比較の上で工合が悪いばか りでなく,加算して総

合点を求めた場合,種目によって総合点への係 り

方が異なってしまうとい う点で,一層大きな不都

合を生ずる。そこで, この意味を同じにするため

第11号

に,得点化する際ただ単に平均からの差を標準偏

差で割るのではなく,各種目毎に分布を正規分布

にできるだけ近づける操作を加えた上で得点化す

図2 正規分布の面積

る方法をとったのである。その具体的手順は,垂

直 とびを例 として箇条書きすると次 の通 りであ

る。

1)累積度数を求める

2)相対累積度数を求める

3)39。 5cmに 対する相対累積度数は。001であるか

ら, tの値が 一∞ よりある点までの面積が,

。001になるような点を正規分布表から求める。

表の各 tに対する
Itφ

(t)dtの 値は, 0か らt

までの面積を表わしているから,.5-.001=
。499を 表でみることになる (図 2参照)つ まり

Itφ
(t)dtの欄で 。499と なる tの値をみる。

これは,3。 09である。これはまた図 2でわかる

ように 一 の部分であるから -3。 09の ことであ

る。これが (X― m)/σ で あ るから,換算得点

ヤま5× (-3.09)+25=9.55と なる。

4)上 と同様にして 43.5cm～ 55.5cmは それぞれ

11.70-22.25ま でとなる。

5)59.5に 対応する相対累積度数は 。532, した

がって。532-.5=。 032から, ス
tφ

(t)dt=。 032

となるtの 値を表からみると,t=。 08と な る。

これは十であるから,換算得点は 5× (キ .80)

+25=25.40を得る。

6)上 と同様にして 63.5～ 87.5は それぞれ28。 75

～41.45ま でとなる。

（度
数
）

びすむ

10号案の特色は,テス トの教育的,実用的観点
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を重視し,考慮すべきこれらの観点を幅広 くとり  子 と異なる種目は,反復横 とびと踏台昇降であり

あげ,こ れらを統合させたところにある。これに  これらは文部省方式 (前者はラインを踏んでよい

対 して,実施案は10号案作成の際の分析結果をふ  とい う条件,後者は台の高さが35cm)に 従って行

まえながら,理念上の特色 としては得点化の手続  われている。

きにおいて主観的操作を廃 し客観性の保持を重視

したことであり,具体的方策 としては下位テス ト

としての 4種目の正規分布化を徹底させたことで          表 の 内 容

ある。
1 換算得点の計算 (垂直とび)

2 新得点による体カテスト換算表
3 新得点の人数分布 (%)

なお,女子の体カテス トに関しても男子 と全 く  4 新合計得点による人数分布 (%)

同一手続きで得点化し,昭和51年 より適用されて  5 新得点による平均値,標準偏差
ノ

某:畠藉14F屁革:美璽呈覆:F彎霞単[L言   : :][[1言 EI炉::号ri冒雲警種目予測変量
規準で選んだ 305人である。テス ト方法の上で男    (得点)の標準偏回帰係数

表 1 換算得`点
の計算 (垂直とび )

級区間 度 数
級区間
の上端

累積度数
相対累積度
数 (cum・ f/N)

.500-
cum・ f/N

換算得点
(5× t+25)

36-39

40-43

44-47

48-51

52-55

56-59

60^-63

64-67

68-71

72^-75

76--79

80-83

84--87

88-91

2

6

28

178

370

483

485

273

121

43

10

4

1

1

39。 5

43.5

47。 5

51.5

55。 5

59。 5

63。 5

67。 5

71.5

75。 5

79.5

83。 5

87.5

91.5

2

8

36

214

584

1067

1552

1825

1946

1989

1999

2003

2004

2005

。001

。004

.018

。107

。291

。532

.774

。910

。971

.992

.997

。999

。9995

1.000

499

496

482

393

209

032

274

410

471

492

497

499

4995

500

―-3.09

「
-2。 66

-2。 10

……1。 24

- 。55

。08

。75

1。 34

1。 89

2.41

2。 75

3。 09

3.29

9。 55

11.70

14。 50

18。 80

22。 25

25。 40

28.75

31。 70

34.45

37。 05

38。 75

40。 45

41。 45

2005
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表 2 新得′点による体カテス ト換算表

男 子 得
　
点

子女

垂直 とび
(cm)

反復横とび
(回 )

腕立伏臥
(回 )

踏台昇降
(才白)

垂直 とび
(cm)

反復横とび
(回 )

腕立伏臥
(回 )

踏台昇降
(才白)

～41

42043

44

45・ 46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56057

58

59

60

61 062

63

64

65

66067

68

69・ 70

71

72073

74

75・ 76

77078

79-81

82～

～32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54‐―

～9

10

11～ 13

14-16

17

180 19

20ハー22

23

24

25

26

27

28

29

30031

32

33・ 34

35036

37´-39

40041

42043

44045

46-48

49-51

52-55

56´-59

60 061

62-64

65-

259-

254^-258

249´-253

243-248

236^-242

229´-235

223^-228

220-222

217～ 219

215-216

213～ 214

210^V212

208-209

204-207

201-203

197´-200

194-196

191´-193

187-190

183-186

179-182

174´-178

170´V173

166-169

162-165

158-161

154-157

149´-153

144-148

138-143

-137

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

～23

24

25

26

27

28

29・ 30

31 032

33

34

35

36

37

33

39

40

41

42043

44

45

46

47・ 48

49

50

51

52

53

54

55

56

57´―

-22

23^V25

26027

28029

30031

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49-

9

10

11 0 12

13・ 14

150 16

170 18

19020

21 022

23

24025

26027

28・ 29

30031

32

33-35

36-38

39-41

42・ 43

44045

46´―

229-

226-228

223-225

220^-222

218～ 219

214-217

210^-213

207-209

204-206

200-203

195-199

191～ 194

188--190

184-187

179-183

174-178

170～ 173

166‐-169

162-165

157-161

151´-156

146-150

138´-145

134-137

130-133

124～ 129

118～ 123

114～ 117

112-113

110～ 111

～109

ヽ
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表 4 新合計得点による人数分布 (%)

合計得点

表 6 得点による種 日間の相関係数

140～

136～ 139

132～ 135

128´-131

124-127
120--123

116～ 119

112～ 115

108-111

104-107
100‐ヤ103

96- 99
92- 95
88- 91
34- 87
80- 83
76-- 79

72- 75
68- 71
64- 67

～ 63

0.0  0。 2  0.4
0。 1  0。 5  0。 8

0。 4  1。 2  1。 4

0。 7  2.1  3。 4

1。 0  4。 4  4.9
2。 8  6.0  8。 7

5。 4  9。 4 11.1

7.5 11.2 12。 9

9。 3  13。 8  14。 7

12.1  13。 2  11.9

12。 5  10。 6   9。 3

11.7  9。 8  8。 0

11.7  7.0  4.6
7.6  3.6  3.3
6。 7  3.2  2。 0

4.2  2。 0  1。 1

2.4  0.8  1.0
1.7  0。 4  0.1

0.9  0。 3  0。 1

0。 6 0。 1 0.1
0。 5  0。 1  0。 0

25.2

5。 1

25.1

5.2

25。 1

5.0

24。 7

5。 2

0◆ 9  0.7
115  1.5
2.8  2。 3

4.2  5.0
7.1 6.7

10。 1  10。 0

12。 6  12.7

13。 1  12.9

13.9 11。 9

9。 9 10.2
8.6  8.8

5。 5  6.9
4.1 4。 1

2.7  3。 0

1.0 1.1
1.1  1.0

0.3  0.6

0。 2  0.3
0。 1 0。 0

0。 1 0。 0

0.0  0.0

ヽ

表 5 得点による平均値・標準偏差

第 1回 2 3 4

子

垂 直 と び

反復横 とび

腕 立 伏 臥

踏 台 昇 降

合 計 得 点

垂 直 と び

反復横 とび

腕 立 伏 臥

踏 台 昇 降

合 計 得 点

24。 9  25。 7  25。 7  26。 3  25。 9

4.9  4。 9  4。 9  4。 8  4。 9

24。 9  27。 3  27。 9  29。 3  28。 3

5.0   4。 6   4。 5   4.5   4。 6

24.8  27.6  29。 0  29。 7  29。 7

5。 1  5。 1  5。 2  5.1  5.3

24。 9  26。 2  26.8  26.6  27.5

5。 1  5。 1  4。 7  4。 9  4.6

99。 7 106。 8 109。 3 111.9 111.4

12.8  1214  12.1  12。 3  12.5

子

26。 3  25。 5  25。 9  25。 0

5.1  4.8  4.8  4.7

27。 9  27.4  29。 1  27。 0

4。 9   4。 8   4。 8   4.6

27.6  28。 2  28。 5  28。 3

4.9   4。 6   4。 0   4。 4

26。 0  25。 7  25。 7  26。 0

4。 7   4.6   4。 8   4。 4

100。 1 107。 8 106.9 109。 2 106。 3

13。 0  12。 5  12。 0  12.0  11。 7

子男 子女

反 腕 踏 反 腕 踏

第
１
回
　
　
第
２
回
　
　
第
３
回
　
　
第
４
回
　
　
第
５
回

294  。261  。054

。293  。137

.161

)303  。244  .035

。281  。114

。188

,311  。209  。041

。259  。125

。171

。333  。244  。066

.285  。124

。207

。411  。267  .046

。306  。118

。153

。397  。224    .000

。384    .103

。102

。484  。309  -.040

.269    。085

.117

。520  。306  -。 020

.305    。052

.102

。508  .259    。044

。312    。089

.206

。469  。277    .023

。319    。071

.115
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表 7 体カテス ト種 日と合計得点の相関係数

81

ノ

注)。 ( )の数字は net cOntributiOnを 示す。
・重相関係数はすべて 1。 oであった。

男 子 女 子

第 1回 4 3 4

垂

反

腕

踏

垂

反

腕

踏

船鮒齢凍
　
　
船計幣猟

各
種
目
の

.619    .617    .625    :633    .666

.678    .654    .657   .662    .702

.644    .648    。624    .656    .653

-。 532  -.538  -.518  -。 547  -。 485

。628    。625    。629    .640    。672

.679    .657    。661    。662    。704

。683    .688    .678    .698    .697

.540    .544    。526    .533    。495

.643    .705    。713    。706    .705

。714    .735    。740    。717    .733

.678    .672    。657    .625    .657

-.484 -.431 -。 430 -.519 -.456

。639    .705    。713    .707    。702

.745    .728    。740    .744    .734

。668    .666    .664    .642    。662

。481    。441    。437    .518    。461

表8 合計得点を基準変量としたときの4種目予測変量 (得 点́)の標準偏回帰係数

予測変量 男 子 女 子

垂 反 腕 踏 垂 反 腕 踏

第 1回

2

3

4

5

。386      。393      。402      。400

(24.3) (26。 6) (27.5) (21.6)

.398      .375      。409      。411

(24.8)(24。 6)(28。 1)(22。 4)

.407      .375      。430      .389

(25.6)(24.8) (29.1)(20。 5)

。390      。364      .417      .396

(25。 0)(24.1)(29.1)(21.9)

.390      。370      .422      。369

(26.2)(26.2)(29.4)(18。 3)

。394      .400      。385      。401

(25.2) (29。 8) (25。 7) (19。 3)

.409      .393      .389      .378

(28.8)(28.6)(25.9)(16.7)

。397      。398      .382      .386

(28。 3)(29.5)(25.3)(16.9)

.399      。403      .331      .396

(28。 2)(30。 0)(21。 3)(20。 5)

.402      .397      。381      。379

(28.2)(29.1)(25.2)(17。 5)


